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のとした.次に揺 らぎがE程度の長 さに渡って空間相関をもつ場合を考えよう. 揺
らぎの相関長Eは次式で定義される:





































































































ランダムネスのみ考慮した場合の結果である｡ 点線はH inい H.ともランダム
であるが､(7)式において両者の相関のみ無視し､独立に平均した場合の結果
である. 相関長はE=10で他のパラメータの値はFig･2と同じである.
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Fig.5相関長Eを変化させたときの吸収スペクトルo平均cosO.=J･4､△=0･5の
2状態遷移過程に対する結果で､実線(E=0)､破線(E=2)､一点破線(E=10)で
ある.系のサイズ､サンプル平均数はFig.2と同じであえ .
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